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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期

第３四半期連結
累計期間

第62期
第３四半期連結
累計期間

第61期
第３四半期連結
会計期間

第62期
第３四半期連結
会計期間

第61期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 16,245,99915,357,585840,5861,181,50823,792,390

経常利益 又は 経常損失（△）

（千円）
589,736△1,042,986△1,491,819△1,390,9651,305,271

四半期（当期）純利益 又は 四半

期純損失（△）（千円）
259,842△1,298,799△910,526△1,409,522649,554

純資産額（千円） － － 6,400,6806,732,5516,918,814

総資産額（千円） － － 15,010,02716,662,06120,664,482

１株当たり純資産額（円） － － 207.94 194.32 224.71

１株当たり四半期（当期）純利益

金額 又は １株当たり四半期純損

失金額（△）（円）

8.88 △40.92 △31.11 △42.91 22.19

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 40.5 38.3 31.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
3,411,1541,810,767 － － △229,884

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△534,352△2,378,539 － － △635,414

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△2,959,884490,073 － － 779,294

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 652,235 569,349 655,647

従業員数（人） － － 1,425 1,350 1,438

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３．「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」については、潜在株式が存在していないため記載

しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 1,350[160]

 　（注） 従業員数は就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出

向者を含む。）であり、臨時従業員数は［　］内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しておりま

す。

   なお、臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

(2）提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 259 [142]

　 （注） 従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時従業

員数は［　］内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。

 なお、臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自 平成22年10月１日
 至 平成22年12月31日）　

前年同四半期比　（％）

日本（千円） 1,845,038 －

インドネシア（千円） 983,537 －

報告セグメント計（千円）　 2,828,575 －

その他（千円）　 － －

合計（千円） 2,828,575 －

　（注）　１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．金額は卸売価格（消費税等抜き）によっております。　

(2）商品仕入実績

　当第３四半期連結会計期間の商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。　

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日）　

前年同四半期比　（％）

日本（千円） 644,896 －

インドネシア（千円） 1,687 －

報告セグメント計（千円）　 646,583 －

その他（千円）　 25,420 －

合計（千円） 672,003 －

　（注）　１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．金額は仕入金額（消費税等抜き）によっております。　

(3）受注状況

　当社グループ（当社及び連結子会社）の生産は、ほとんど見込生産であり受注によるものは例外であります。

(4）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日）　

前年同四半期比　（％）

日本（千円） 279,085 －

インドネシア（千円） 746,354 －

報告セグメント計（千円）　 1,025,439 －

その他（千円）　 156,069 －

合計（千円） 1,181,508 －

　（注）　１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．売上高は純売上高（消費税等抜き）であります。

３．当社グループでは、主として夏季に集中して需要が発生する製品の製造・販売を行っているため、

四半期連結会計期間ごとの売上高には著しい変動があります。
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２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。  

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

フマキラー株式会社(E01007)

四半期報告書

 5/32



４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(1）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日）におけるわが国の経済は、アジア諸国を中

心とする海外経済の改善や政府の国内景気対策などを背景に、緩やかな景気回復基調で推移しておりますが、急速な

円高進行や、国内景気対策効果の一巡といった不安材料から、国内雇用・所得環境は依然として厳しく、先行き不透明

感が払拭できない状況が続いております。

　このような状況の中で、当社グループは経営理念である「ひとの命を守る。ひとの暮らしを守る。ひとを育む環境を

守る。」の精神のもとに、コア事業の殺虫剤、家庭用品、園芸用品の成長カテゴリーに新価値創造型新製品を積極的に

投入し、既存事業の強化・育成を図るとともに、経費の効率的な運用やコストダウン等による利益構造の改革、及び海

外事業の拡大強化等の課題に努めてまいりました。

　これらの結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は、11億81百万円（前年同期比40.6％増）となりました。このう

ち、国内売上は、花粉関連商品など家庭用品の売上が伸びたことにより１億54百万円（前年同期は△１億97百万円）

となりました。一方、海外売上につきましては、中米地域の売上が伸長したものの欧州地域の売上が減少し、前年同期

比1.1％減の10億26百万円となりました。

　売上原価は、前年同期の12億97百万円から14億３百万円となり、１億６百万円増加しました。売上原価率は、売上構成

が変化したことにより、前年同期より35.5ポイント減の118.8％となりました。

　差引売上総損失は、付加価値の高い花粉関連商品が計画を大幅に上回る売上を達成したことにより利益の増加に貢

献しましたが、売上原価の増加により42百万円（前年同期は50百万円の差引売上総損失）となりました。

　これらの結果、営業損失は13億82百万円（前年同期は14億95百万円の営業損失）、経常損失は13億90百万円（前年同

期は14億91百万円の経常損失）、四半期純損失は14億９百万円（前年同期は９億10百万円の四半期純損失）となりま

した。

 

　部門別売上高の概況は、次のとおりです。

　殺虫剤部門につきましては、第２四半期までに販売した商品の一部が秋口以降に返品されるという商習慣により、当

期間の殺虫剤売上は例年マイナスという季節的要因があります。その結果、国内及び海外の殺虫剤合計の売上高は△

８億98百万円（前年同期は△８億60百万円）となりました。

　家庭用品部門につきましては、「アレルシャット 花粉 鼻でブロック」等の花粉関連商品が大幅に伸長したため、家

庭用品合計の売上高は13億５百万円（前年同期比３億23百万円増、33.0％増）と好調に推移いたしました。　

　園芸用品部門は、１億１百万円（前年同期比３百万円増、3.8％増）となりました。防疫剤部門は、３億33百万円（前

年同期比34百万円増、11.4％増）となり、その他の部門の売上高は３億39百万円（前年同期比16百万円増、5.2％増）

となりました。

　なお、当社グループは、殺虫剤の売上構成比が高いため、売上高は上半期を中心に多く計上されるという季節変動要

因をかかえております。一方、人件費や諸経費（広告宣伝費のような政策費を除く）は固定費として、年間を通じてほ

ぼ均等に発生するため、連結会計年度の四半期毎の売上高や利益には著しい相違があります。

　

　セグメントの業績は次の通りです。

①日本

　主として家庭用品を中心に販売したしましたが、殺虫剤部門において第２四半期までに販売した商品の一部が秋口

以降に返品されたため、売上高は４億44百万円となりました。また、セグメント損失は14億40百万円となりました。

　

②インドネシア

　殺虫剤の販売が好調であったことから、売上高は８億31百万円となりました。また、セグメント利益は31百万円とな

りました。

　

③その他

　インドとメキシコを中心に販売し、売上高は１億56百万円となりました。また、セグメント利益は14百万円となりま

した。

　

EDINET提出書類

フマキラー株式会社(E01007)

四半期報告書

 6/32



(2）資産、負債及び資本の状況

　当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）における総資産額は、前連結会計年度末に比べて40億２百万円

減少し166億62百万円となりました。主な要因は、平成22年５月13日に発表したエステー㈱との資本業務提携契約によ

る第三者割当増資による現金収入も含めて、現金及び預金が15億82百万円増加した一方で、受取手形及び売掛金が48

億19百万円、たな卸資産が８億58百万円それぞれ減少したことなどによるものであります。

　負債につきましては、前連結会計年度末と比べて38億16百万円減少し99億29百万円となりました。主な要因は支払手

形及び買掛金が24億30百万円、短期借入金が７億５百万円、未払法人税等が３億35百万円減少したことなどでありま

す。

　純資産につきましては、前連結会計年度末と比べて１億86百万円減少し67億32百万円となりました。なお自己資本比

率は6.5ポイント増加し38.3％となりました。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前年同期に比べ82百万円減少し、５億69百万円となり

ました。当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

営業活動によるキャッシュ・フローの状況

　営業活動に使用した資金は36億90百万円（前年同期は35億98百万円の使用）となりました。これは売上債権の減少

２億77百万円あった一方で、税金等調整前四半期純損失13億83百万円、たな卸資産の増加が11億13百万円、仕入債務の

減少９億99百万円、法人税等の支払額が２億94百万円となったことなどによるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローの状況

　投資活動に使用した資金は、３億98百万円（前年同期は２億51百万円の使用）となりました。これは定期預金の預入

による支出１億46百万円、有形固定資産の取得による支出１億44百万円、投資有価証券の取得による支出が88百万円

があったことなどによるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローの状況

　財務活動によって獲得した資金は37億30百万円（前年同期は18億72百万円の獲得）となりました。これは短期借入

れによる収入が41億円あった一方で、短期借入金の返済による支出が３億50百万円あったことなどによるものであり

ます。なお、当第３四半期連結会計期間末における借入金残高は、前期末に比べ７億５百万円減少して、50億12百万円

となりました。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会社法

施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。

①基本方針の内容

当社は、世界中の人々がいつまでも安心して快適に暮らすことのできる社会づくりに貢献するという使命のもと

で、中長期的な視点から経営を行い、グローバルな競争力を持つ企業として企業価値の向上に努めております。

そのためには、当社の経営には、当社が長年にわたり培ってきた生産・販売・技術の専門知識やノウハウ、経験をも

とに、顧客満足度の高い高付加価値商品を積極的かつ継続的に開発することが必須条件であり、同時に国内及び海外

の顧客・取引先等との長期的な関係構築が不可欠であります。

こういった当社の事業特性を理解し長期的視野で当社の理念を実施していくことが、当社の企業価値ひいては株主

共同の利益につながるものと考え、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、上記の理念を実践する者でな

ければならないと考えております。

 

②不適切な支配の防止のための取組み

当社株式は、証券取引所に上場し自由な売買が可能ですが、時として短期的な利益を追求するグループ等による買

収が、株主の皆様に不利益を与えるおそれもあります。

当社は、平成18年５月22日開催の取締役会において、当社株式に対する大規模な買付行為（以下、大規模買付行為と

いいます）に対する対応方針（以下、買収防衛策といいます）を導入することを決定、公表いたしました。同年６月29

日の第57期定時株主総会において、この買収防衛策の導入に賛同した取締役の選任議案のご承認をもって株主の皆様

からのご承認とさせていただきました。その後、平成22年６月29日開催の取締役会において継続することを決議して

おります。これは、事前警告型買収防衛策といわれるものであり、インターネット上の当社ウェブサイト（アドレス

http://www.fumakilla.co.jp/ir/other/h18-baisyuboueisaku.html）に内容を掲載しております。
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この買収防衛策を導入した目的は、大規模買付行為、すなわち、「特定株主グループの議決権割合を20％以上とする

当社株券等の買付行為」が、一定の合理的な買付ルールに従って行われることにより、株主の皆様に十分な情報が提

供され、不適切な買収を防止することが、株主の皆様の利益保護並びに当社の企業価値の向上につながると判断した

ためでございます。

当社取締役会は、大規模買付者に対してこの大規模買付ルールの遵守を求め、大規模買付者が大規模買付ルールを

遵守しない場合などには、当社株主共同の利益及び当社企業価値の保護の観点から、一定の対抗措置を講じることが

できるものとしております。

 

③上記の取組みについての取締役会の判断

当社取締役会は、大規模買付行為を受け入れるか否かの判断は、最終的には、株主の皆様によってなされるべきもの

と考えておりますが、株主の皆様が大規模買付者による大規模買付行為を評価するに際しても、大規模買付者から一

方的に提供される情報だけでなく、当社の事業特性を十分に理解している当社取締役会の大規模買付行為に対する評

価・意見等が適切に提供されることが極めて重要であると考えております。

大規模買付ルールは、株主の皆様に対し、大規模買付行為に応じるか否かについて適切な判断をするための必要か

つ十分な情報を提供するものであり、当社株主共同の利益に資するものであると考えます。

なお、この買収防衛策におきましては、取締役会の恣意的な判断によって対抗措置が発動されることを防止するた

め、独立委員会を設置し、独立委員会の勧告を尊重して買収防衛策が発動されることが定められており、取締役の地位

の維持を目的とするものではありません。　

 

(5）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、１億31百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 32,980,000 32,980,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株

計 32,980,000 32,980,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年10月１日～

平成22年12月31日
－ 32,980,000－ 3,698,680－ 2,100,678

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　　　①【発行済株式】

 平成22年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 133,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 32,543,000 32,543 －

単元未満株式 普通株式 304,000 －
１単元（1,000株）未

満の株式

発行済株式総数 32,980,000 － －

総株主の議決権 － 32,543 －

　

      ②【自己株式等】

 平成22年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

フマキラー株式会社
東京都千代田区

神田美倉町11番地
133,000 － 133,000 0.40

計  － 133,000 － 133,000 0.40
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 474 486 439 428 414 395 375 362 372

最低（円） 447 421 420 408 390 350 354 331 333

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所（市場第二部）におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表についてはあずさ監査法人による四半期レビューを受け、また、当第３四半期連結会計期間（平成22

年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日

まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人となっ

ております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,654,929 1,072,147

受取手形及び売掛金 ※3
 1,879,247 6,699,119

商品及び製品 4,245,284 5,203,449

仕掛品 815,444 737,404

原材料及び貯蔵品 1,355,395 1,333,601

その他 862,571 674,333

貸倒引当金 △1,870 △4,949

流動資産合計 11,811,001 15,715,107

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 821,268

※1
 838,698

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 864,523

※1
 946,535

工具、器具及び備品（純額） ※1
 113,566

※1
 229,919

土地 654,198 654,198

リース資産（純額） ※1
 11,986

※1
 8,920

建設仮勘定 60,573 45,473

有形固定資産合計 2,526,116 2,723,746

無形固定資産 176,967 131,581

投資その他の資産

投資有価証券 2,011,833 1,976,206

その他 145,315 140,641

貸倒引当金 △18,946 △22,799

投資その他の資産合計 2,138,202 2,094,047

固定資産合計 4,841,286 4,949,375

繰延資産

株式交付費 9,773 －

繰延資産合計 9,773 －

資産合計 16,662,061 20,664,482

EDINET提出書類

フマキラー株式会社(E01007)

四半期報告書

14/32



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※3
 2,196,972 4,626,995

短期借入金 5,012,706 5,718,404

リース債務 3,160 2,140

未払法人税等 77,782 413,050

役員賞与引当金 － 11,824

賞与引当金 110,067 321,175

売上割戻引当金 309,549 225,696

返品調整引当金 306,535 357,993

その他 961,508 1,050,457

流動負債合計 8,978,283 12,727,737

固定負債

リース債務 8,826 6,779

退職給付引当金 148,960 119,696

役員退職慰労引当金 405,773 413,923

資産除去債務 8,301 －

その他 379,364 477,531

固定負債合計 951,226 1,017,930

負債合計 9,929,509 13,745,668

純資産の部

株主資本

資本金 3,698,680 2,889,600

資本剰余金 2,105,690 1,300,089

利益剰余金 1,044,652 2,636,137

自己株式 △39,565 △38,126

株主資本合計 6,809,457 6,787,700

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △140,713 33,832

為替換算調整勘定 △286,272 △244,520

評価・換算差額等合計 △426,985 △210,688

少数株主持分 350,080 341,802

純資産合計 6,732,551 6,918,814

負債純資産合計 16,662,061 20,664,482
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 16,245,999 15,357,585

売上原価 10,648,513 11,061,100

売上総利益 5,597,486 4,296,484

返品調整引当金戻入額 332,535 357,993

返品調整引当金繰入額 81,798 306,535

差引売上総利益 5,848,222 4,347,942

販売費及び一般管理費 ※1
 5,270,108

※1
 5,307,102

営業利益又は営業損失（△） 578,114 △959,160

営業外収益

受取利息 3,386 8,599

受取配当金 85,658 40,065

為替差益 22,483 11,901

その他 38,446 46,437

営業外収益合計 149,974 107,005

営業外費用

支払利息 13,687 23,388

売上割引 96,597 77,430

支払手数料 － 75,442

その他 28,068 14,570

営業外費用合計 138,352 190,831

経常利益又は経常損失（△） 589,736 △1,042,986

特別利益

固定資産売却益 760 8,125

貸倒引当金戻入額 1,611 6,754

負ののれん発生益 － 14,019

その他 － 5

特別利益合計 2,372 28,904

特別損失

固定資産除売却損 5,580 961

減損損失 － 24,695

投資有価証券売却損 2,333 －

投資有価証券評価損 623 23,065

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,067

社葬費用 － 29,314

その他 － 2,110

特別損失合計 8,537 81,214

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

583,571 △1,095,296

法人税、住民税及び事業税 269,149 151,217

法人税等調整額 △1,848 △18,788

法人税等合計 267,301 132,428

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △1,227,724

少数株主利益 56,426 71,074

四半期純利益又は四半期純損失（△） 259,842 △1,298,799
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 840,586 1,181,508

売上原価 1,297,035 1,403,368

売上総損失（△） △456,448 △221,859

返品調整引当金戻入額 488,072 485,447

返品調整引当金繰入額 81,798 306,535

差引売上総損失（△） △50,175 △42,948

販売費及び一般管理費 ※1
 1,445,524

※1
 1,339,711

営業損失（△） △1,495,700 △1,382,660

営業外収益

受取利息 565 1,569

受取配当金 8,134 12,156

不動産賃貸料 6,110 6,563

為替差益 5,742 3,479

その他 6,192 2,943

営業外収益合計 26,746 26,712

営業外費用

支払利息 1,811 6,063

売上割引 19,743 20,970

その他 1,310 7,983

営業外費用合計 22,866 35,017

経常損失（△） △1,491,819 △1,390,965

特別利益

固定資産売却益 196 1,808

貸倒引当金戻入額 350 5,491

負ののれん発生益 － 3,749

特別利益合計 546 11,049

特別損失

固定資産除売却損 5,191 496

投資有価証券売却損 2,325 －

投資有価証券評価損 － 1,260

その他 － 1,851

特別損失合計 7,516 3,608

税金等調整前四半期純損失（△） △1,498,789 △1,383,523

法人税、住民税及び事業税 △1,004,724 △193,457

法人税等調整額 405,590 213,123

法人税等合計 △599,133 19,666

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △1,403,190

少数株主利益 10,869 6,332

四半期純損失（△） △910,526 △1,409,522
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

583,571 △1,095,296

減価償却費 372,966 422,994

減損損失 － 24,695

のれん償却額 － 1,466

負ののれん償却額 △1,470 △14,019

退職給付引当金の増減額（△は減少） 18,426 32,878

前払年金費用の増減額（△は増加） 31,292 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △77 △6,728

その他の引当金の増減額（△は減少） △255,185 △198,000

受取利息及び受取配当金 △89,045 △48,665

支払利息 13,687 23,388

為替差損益（△は益） △11,661 △2,867

投資有価証券売却損益（△は益） 2,333 △5

投資有価証券評価損益（△は益） 623 23,065

有形固定資産除売却損益（△は益） 4,819 △7,163

売上債権の増減額（△は増加） 5,026,235 4,791,907

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,387,730 843,844

仕入債務の増減額（△は減少） △247,291 △2,415,323

その他 827,025 137,301

小計 3,888,519 2,513,472

利息及び配当金の受取額 91,683 40,966

利息の支払額 △9,985 △22,665

法人税等の支払額 △559,063 △721,005

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,411,154 1,810,767

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 10,000 －

定期預金の預入による支出 △51,000 △1,669,080

有形固定資産の取得による支出 △319,103 △376,503

有形固定資産の売却による収入 760 12,683

投資有価証券の取得による支出 △197,220 △415,374

投資有価証券の売却による収入 34,666 100,055

子会社株式の取得による支出 △150 △14,844

貸付金の回収による収入 6,000 2,000

その他 △18,305 △17,476

投資活動によるキャッシュ・フロー △534,352 △2,378,539
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 3,540,000 6,400,000

短期借入金の返済による支出 △6,250,647 △7,100,000

リース債務の返済による支出 － △2,030

株式の発行による収入 － 1,527,005

自己株式の取得による支出 △3,508 △1,687

配当金の支払額 △234,217 △292,685

少数株主への配当金の支払額 △11,511 △40,877

その他 － 349

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,959,884 490,073

現金及び現金同等物に係る換算差額 8,925 △8,600

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △74,157 △86,297

現金及び現金同等物の期首残高 726,393 655,647

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 652,235

※
 569,349
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

会計処理基準に関する事項の変更  　 資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31

日）を適用しております。

　これによる、当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金

等調整前四半期純損失に与える影響は軽微であります。

　

　  企業結合に関する会計基準等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会

計基準第21号　平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会

計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号　平成20年12月26日及び

「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業

会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）を適用しております。

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

 （四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第３

四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

 （四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第３

四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法  　当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変動がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実

績率を使用して貸倒見積高を算定しております。

２．棚卸資産の評価方法  　当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、一部実地棚卸を

省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により

算定する方法によっております。 

 　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものに

ついて正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

３．固定資産の減価償却費の算定方法  　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の

額を期間按分して算定する方法によっております。

４．法人税等並びに繰延税金資産及び

繰延税金負債の算定方法

 　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項

目を重要なものに限定する方法によっております。

   繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経

営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場

合に、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを利用しています。　

５．連結会社相互間の債権債務及び取

引の相殺消去

 　取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときには、親会社

の金額に合わせる方法により相殺消去しております。　　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※1 有形固定資産の減価償却累計額は、9,279,697千円であ

ります。

※1 有形固定資産の減価償却累計額は、9,003,677千円であ

ります。

  2　受取手形割引高 33,786千円   2　受取手形割引高 167,396千円

※3 四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日

であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

受取手形 67,737千円

支払手形 8,066千円

－

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※1 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、

次の通りであります。

※1 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、

次の通りであります。

　広告宣伝費　 1,146,082　千円

　販売促進費　 392,192 

　貸倒引当金繰入額　 4,820 

　賞与引当金繰入額 41,628 

　退職給付費用　 131,288 

　役員退職慰労引当金繰入額　 30,550 

　広告宣伝費　 1,082,689　千円

　販売促進費　 484,394 

　貸倒引当金繰入額　 2,696 

　賞与引当金繰入額 72,324 

　退職給付費用　 130,286 

　役員退職慰労引当金繰入額　 28,613 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※1 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、

次の通りであります。

※1 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、

次の通りであります。

　広告宣伝費　 211,337　千円

　販売促進費　 95,868 

　貸倒引当金繰入額　 400 

　退職給付費用　 43,752 

　役員退職慰労引当金繰入額　 10,600 

　広告宣伝費　 129,975　千円

　販売促進費　 117,791 

　貸倒引当金繰入額　 1,104 

　退職給付費用　 40,541 

　役員退職慰労引当金繰入額　 9,538 

  2 当社グループでは、第２四半期連結累計期間までに販

売した商品の一部が秋口以降に返品されるという商習

慣により、通常、第３四半期連結会計期間の売上高は他

の四半期連結会計期間と比べて著しく少なくなってお

ります。

  2 　　　　　　　   同左
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在） （平成22年12月31日現在）

 （千円）

　現金及び預金勘定 1,103,235

　預入期間が３か月を超える定期預

金
△451,000

　現金及び現金同等物 652,235

　

 （千円）

　現金及び預金勘定 2,654,929

　預入期間が３か月を超える定期預

金
△2,085,580

　現金及び現金同等物 569,349

　

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　32,980千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　 133千株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

(1)　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 292,685 10平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金 

(2)　基準日が当連結会計年度の開始日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

５．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　当社は、平成22年６月４日付で、エステー株式会社から第三者割当増資の払込みを受けました。この結果、当第

３四半期連結累計期間において資本金が809,080千円、資本剰余金が805,500千円増加し、当第３四半期連結会

計期間末において、資本金が3,698,680千円、資本剰余金が2,105,690千円となっております。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

 当社は殺虫剤、園芸用品、家庭用品及び防疫剤の製造・販売を主な事業としており、一セグメントの売上高及

び営業利益の金額がいずれも合計額の90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略して

おります。

　

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

 当社は殺虫剤、園芸用品、家庭用品及び防疫剤の製造・販売を主な事業としており、一セグメントの売上高及

び営業利益の金額がいずれも合計額の90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略して

おります。　

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

中米
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 16,770779,54344,272840,586 － 840,586

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
146,71377,499 － 224,212(△224,212)－

計 163,483857,04344,2721,064,799(△224,212)840,586

営業利益 又は 営業損失(△） △1,565,91177,345 822△1,487,743△7,956△1,495,700

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

中米
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 13,616,9922,511,024117,98216,245,999－ 16,245,999

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
428,233367,624 － 795,858(△795,858)－

計 14,045,2252,878,649117,98217,041,857(△795,858)16,245,999

営業利益 又は 営業損失(△） 275,926292,716△6,820561,82216,291578,114

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．日本以外の区分に属する主な国又は地域

（1）アジア：インドネシア、インド

（2）中米　：メキシコ

３．会計処理の方法の変更

 （たな卸資産の処分に係る損失の計上区分）

　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、従来、たな卸資産の処

分に係る損失であるたな卸資産処分損については、「営業外費用」に計上しておりましたが、季節性のある取

扱商品の多様化に対応した採算管理及び原価管理の強化の一環として、より適切な製品別原価管理を行うため

に、第１四半期連結会計期間から売上原価として計上する方法に変更いたしました。この変更により、従来の方

法によった場合と比較して、「日本」の営業利益が330,780千円減少しております。
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４．追加情報

 （返品調整引当金）

　 　季節性のある取扱商品が多様化したことに対応して採算管理を強化しており、得意先における保管在庫の管

理徹底を進めてきたことを背景として、季節に対応した返品率を根拠とした従来の見積方法から、より実態に

即した算定方法として、年間の平均返品率を使用した見積方法により返品見積額を算定する方法に見直しを

行っております。この結果、「追加情報」に記載のとおり、従来の方法と比較して、「日本」の営業利益が

64,677千円減少しております。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 824,682 213,890 1,038,572

Ⅱ　連結売上高（千円）   840,586

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割

合（％）
98.1 25.4 123.5

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 2,667,458 613,325 3,280,783

Ⅱ　連結売上高（千円）   16,245,999

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割

合（％）
16.4 3.8 20.2

　（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

　　　　２．各区分に属する主な国又は地域

　(1）アジア　　　　　：マレーシア、インドネシア、インド

(2）その他の地域　　：メキシコ、イタリア

３．海外売上高は、親会社及び本国に所在する連結子会社の輸出高並びに、本国以外の国に所在する連結子会社

の売上高の合計額（ただし、連結会社間の内部売上高を除く）であります。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間（自

平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、最

高意思決定機関である役員会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象と

なっているものであります。当社グループの事業は、殺虫剤、園芸用品、家庭用品及び防疫用剤の製造・販売を主

な事業内容とする単一事業であり、各グループ会社において包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しておりま

す。

　したがって、当社は、製造販売体制を基礎とした所在地別のセグメントから構成されており、「日本」、「イン

ドネシア」の２つを報告セグメントとしております。

　

２.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

　

報告セグメント　
その他（注）

（千円）　　

合計

（千円）　
日本

（千円）　

インドネシア

（千円）　

計

（千円）　

 売上高　 　 　 　  　

外部顧客に対する売上高　 12,197,7372,852,92415,050,662306,92215,357,585

セグメント間の内部売上高又は振

替高　
560,973413,919974,893 － 974,893

計　 12,758,7113,266,84416,025,555306,92216,332,478

 セグメント利益又は損失（△）　 △1,433,757389,970△1,043,787△225△1,044,013

　

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

　

報告セグメント　
その他（注）

（千円）　　

合計

（千円）　
日本

（千円）　

インドネシア

（千円）　

計

（千円）　

 売上高　 　 　 　 　 　

外部顧客に対する売上高　 279,085746,3541,025,439156,0691,181,508

セグメント間の内部売上高又は振

替高　
165,35385,250250,604 － 250,604

計　 444,438831,6051,276,043156,0691,432,112

 セグメント利益又は損失（△）　 △1,440,19831,869△1,408,32914,179△1,394,149

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、インド、メキシコの現地法

人の事業活動を含んでいます。
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３.報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

   内訳（差異調整に関する事項）

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

項　目　
金　額

（千円）　

　報告セグメント計 △1,043,787　

　「その他」の区分の損失 △225　

　セグメント間取引消去 86,319　

　その他の調整額 △1,466　

　四半期連結損益計算書の営業損失 △959,160　

　

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

項　目　
金　額

（千円）　

　報告セグメント計 △1,408,329　

　「その他」の区分の利益 14,179　

　セグメント間取引消去 11,957　

　その他の調整額 △468　

　四半期連結損益計算書の営業損失 △1,382,660　

　

４.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

（固定資産に係わる重要な減損損失）

　該当事項はありません。

　

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。　

　

（重要な負ののれん発生益）

　「日本」セグメントにおいて、大下製薬㈱の株式の取得により、負ののれんの発生益が生じております。　

　
日本

（千円）　

インドネシア

（千円）　

その他（注）

（千円）　

合計

（千円）　

　負ののれん 　3,749 　－ － 3,749

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、インド、メキシコの現地法

人の事業活動を含んでいます。

　

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成

20年３月21日）を適用しております。
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（金融商品関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　現金及び預金が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に比べ

て著しい変動が認められます。

（単位：千円）　

科目
四半期連結

貸借対照表計上額
時価 差額 時価の算定方法

現金及び預金 2,654,929 2,654,929 － （注）

（注）現金及び預金の時価の算定方法

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっています。

　

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額の金額は、前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、

記載しておりません。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 194.32円 １株当たり純資産額 224.71円

２．１株当たり四半期純利益（損失）金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

　１株当たり四半期純利益金額 8.88円 　１株当たり四半期純損失金額 △40.92円

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益（又は損失）金額については、潜在株式が存在していないため記載

しておりません。

　　　  ２．１株当たり四半期純利益（又は損失）金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 259,842 △1,298,799

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益

又は四半期純損失（△）（千円）
259,842 △1,298,799

期中平均株式数（千株） 29,273 31,737

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

　１株当たり四半期純損失金額 △31.11円 　１株当たり四半期純損失金額 △42.91円

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純損失金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりま　　　

せん。

　　　  ２．１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純損失（△）（千円） △910,526 △1,409,522

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △910,526 △1,409,522

期中平均株式数（千株） 29,270 32,845

（重要な後発事象）

　　　  該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

当第３四半期連結会計期間（自 平成22年10月１日 至 平成22年12月31日）

　リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取

引に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べ
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て著しい変動が認められないため、記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月10日

フマキラー株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指 定  社 員
業務執行社員

 公認会計士 濱田　芳弘　　印

 
指 定  社 員
業務執行社員

 公認会計士 和泉　年昭　　印

 
指 定  社 員
業務執行社員

 公認会計士 下西　富男　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフマキラー株式会社

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フマキラー株式会社及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２. 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年２月14日

フマキラー株式会社

取締役会　御中

有限責任　あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 濱田　芳弘　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 下西　富男　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 谷　　宏子　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフマキラー株式会社

の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フマキラー株式会社及び連結子会社の平成22年12月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２. 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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